平成２３年度新精社協共通研修【支援の～極み～】　　講師：山下　安寿


開催日：平成23年11月25日　　　　会場：新潟県自治会館　　　　　参加者：39名
【講義概要】

　今回の研修は『支援の～極み～』という大きなテーマのもと、『精神障害者福祉の仕事をするための心得』と『障害者支援の実際と常に押さえておくべきこと』という各論で講義して頂いた。
山下先生ご自身から、本日の講義はヒューマニズムの話と前置きがあり、人と人が向かい合うことは大変なことだが、障害者支援に当たる人は、その人と泥臭くしっかりと向き合わなければならないという心構えを持つべきとメッセージを頂く。

言うまでもないが、時に確認をしないと忘れてしまいがちなこととして、病気や障害を持つことは個人の責任ではないこと、そこに社会福祉があるべきという確認がある。しかし、社会の流れをみると現在の福祉には、市場・競争原理や合理化等新自由主義の思想が入り込んできている。病気や障害をもち、社会からこぼれおちてしまった人たちに、私たちは暗にも表にもそれを求めてしまっているのではと問いが投げられる。人の中、街の中、社会の中にいた人が途中でこころが傷つき発症してしまった人たちに対し、もう一度そこに戻っていける為に何が必要なのかを考えることが私たちの原点になっているのではないかというメッセージを頂く。
さらに、セーフティーネットが崩壊しつつある現在の社会において、その根幹であり、最後の砦となるのは『人』である。山下先生は、病気や障害を抱え持った人たちの存在と意義として、街を、社会を変えていく存在、インクルージング＝彼らが社会を包み込んでいくという事をご自身の実践の中から見出されている。そして、そこに関わっている自分たちもセーフティーネットの最後の砦としての「人の在り方」をしっかりと見つめ、自分たちのこころの根を見つめることが大切であるという言葉を頂く。
　そして、今一度考えてみたいこととして、自分たちがどういうたたずまいで、病気や障害を抱え持っている人と接するのかという話に展開していく。しんどそうな顔をして座り込む支援者がいいのか、それとも当事者と一緒に夢を語れる様な支援者でいるのがいいのかという問いが投げられる。そこで上がってきたのは「楽しみ」と「夢」というキーワード。
「楽しみ」という要素は重要で、自分が楽しいと思える事に向かう時は、苦しさはあまり感じずに頑張れるのである。山下先生は自分の事業所では、自分たちも当事者の方も楽しめる要素をいかに散りばめられるかという所を考えていると話され、さらにスライドショーを通してその重要性を実感する。また、楽しみの中には「失敗」というリスクも絡むが、当事者の方には「試してみる権利」も「失敗を味わう権利」もあり、そこから次に同じ事を繰り返さない様に考えたことが重要であり、その中にエンパワメントがあると教えて頂く。

さらに「夢」というキーワードに関して、本当に願う力があれば夢や道が開かれていくという事を確認する。その為、その方向に行こうとする力を支援者が引き出せるかが大切になってくる。時に支援者は、「お金はどうするの」等と言いがちだが、そういった事は制限にはなるが実現の可否には関係ない。病気や障害を抱えた方たちは、そうではない方が普通に手に入れてきた物を諦めてきた歴史を持ってそこに立っている。その人たちがもう一度欲しいと言った物を取りに行ってもいいのではないか。自分が向かいあっている人と一緒に夢を書き出し、大きな夢でも小さな夢でも一つ実現できたらそれは進歩ではないかとメッセージを伝えて頂いた。
今日に至るまでの社会福祉の歴史から支援者が根ざすべき社会福祉の原点の確認から、どういうたたずまいで当事者の方と向き合うかという支援者の心得、さらに先生ご自身の実践から見えた支援者として押さえておかなければならない重要なポイントを熱い言葉で語って頂いた。そして今回の大きなテーマとなっている『支援の～極み～』というものは、その人が輝けることを、その人が求める幸せの形を実現できる『夢の架け橋』を一緒にかけていくことではないかと学ばせて頂いた。
文責：今井　和貴（茨内地域生活支援センター）


